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（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ 

朝、窓をあけると一面の銀世界。 しーんと静まり 

返った閑寂の中に、サクッ、サクッと靴の音が聞こ 

える。 

枯れ枝には、いっせいに雪の花が咲き、その下で 

若い芽がじっと春の訪れを待つ。 

ミ極東の王者こ大陸の高気圧が弱まると、やがて東 

風（こち）吹く春。 

冬の上野峡、訪れる人もまばらで、白糸の滝の水 

音だけが深い渓谷に響き渡る。 

その激しく流れ，落ちるさまは、身をひきしめさせ 

太古の力をそのままに伝え、私たちの心に感動を与 

える。 

人影のないキャンプ場を見ていると夏の日の賑わ 

いが難ってくる。 北九州国定公園 「上野峡」 は静か 

（こ春を待つ。 

2 月は 国民健康保険税 6期分の納税月です0 
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一人ず勲に 赤池駅 
町・議会を上けて反対しで来たカg 

小
荷
物
の
取
扱
い
も
廃
止
 

当
分
の
間
は
臨
時
窓
口
 

【多くの人が利用している赤池駅、 

近く駅員さんの姿も見られなくなります】 

私
た
ち
の
ク
足
）
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
赤
池
駅
。
駅
員
 

の
方
も
毎
日
乗
降
車
の
お
客
さ
ん
と
は
顔
馴
み
に
な
り
、
 

「
お
は
よ
う
ご
ぎ
 

い
ま
す
」
「
お
つ
か
れ
さ
ん
」
の
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
o
 

し
か
し
、
こ
の
「
赤
池
駅
」
も
、
国
鉄
の
政
策
上
の
問
題
で
、
二
月
一
日
 

か
ら
、
無
人
化
（
停
留
所
化
）
駅
に
な
り
ま
す
。
 

無
人
化
に
な
れ
ば
次
は
廃
止
と
い
う
懸
念
も
あ
り
、
 

ク
旧
産
炭
地
ク
か
ら
 

の
脱
却
に
努
力
を
続
け
て
い
る
さ
中
、
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
 

な
り
か
ね
な
い
こ
の
問
題
に
、
町
・
議
会
を
上
げ
て
反
対
し
て
き
ま
し
た
o
 

当
分
の
間
は
、
臨
時
窓
口
が
開
か
れ
ま
す
が
、
い
づ
れ
は
、
完
全
に
無
人
 

化
の
施
策
が
取
ら
れ
そ
う
で
す
。
 

鰯
 新

春
恒
例
の
下
田
 

川
四
カ
町
連
合
消
防
 

出
初
め
式
が
一
月
八
 

日
、
午
前
九
時
半
か
 

ら
糸
田
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
 

た。 下
田
川
四
カ
町
の
 

消
防
団
員
、
総
勢
四
 

百
五
十
人
と
二
十
一
一
 

台
の
消
防
車
が
そ
の
 

雄
姿
を
披
露
し
ま
し
 

た。 赤
池
町
消
防
団
（
 

松
井
猛
団
長
）
は
、
 

一
分
団
か
ら
六
分
団
 

ま
で
の
各
地
区
分
団
 

と
本
部
分
団
の
百
六
 

人
の
団
員
と
七
台
の
 

消
防
車
が
参
加
し
、
 

式
で
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
 

点
検
、
堂
々
の
分
列
行
進
、
消
防
車
の
 

パ
レ
ー
ド
と
寒
風
の
中
、
威
勢
よ
く
日
 

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
こ
の
ほ
か
各
種
の
表
彰
式
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
赤
池
町
関
係
で
 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
 

中
村
博
樹
（
2
）
、
平
川
洋
（
2
）
、
松
枝
 

信
昭
（
2
）
、
亀
谷
俊
政
（
3
）
、
三
木
英
 

彦
（
3
）
、
浦
田
末
春
（
5
）
、
太
田
勝
（
 

6
)

 【
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

政
光
重
敏
（
1
）
、
水
永
雄
（
2
）
、
亀
谷
 

松
次
（
3
）
、
生
野
梢
（
4
）
、
浦
田
繁
弘
 

) 

(5
）
、
丸
林
清
輝
（
6
）
、
柴
田
武
己
（
 

本
部
）
 

「
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
】
 

〇
三
十
六
年
廿
日
高
峯
夫
（
2
）
、
大
久
 

保
和
仁
（
5
）
、
武
末
昭
一
 

（5
）
、
太
田
 

五
郎
（
5
）
、
〇
二
十
六
年
廿
太
田
政
文
 

(1
）
、
一
一
十
年
井
中
村
博
樹
（
2
）、平 

川
洋
（
2
）
、
松
枝
信
昭
（
2
）
、
亀
谷
俊
 

政
（
3
）
、
三
木
英
彦
（
3
）
、
浦
田
末
春
 

(5
）
、
太
田
勝
（
6
）
、
〇
十
年
井
日
高
 

輝
水
（
2
）
、
馬
場
義
輔
（
4
）
、
川
口
益
 

喜
（
4
）
、
白
川
鉄
夫
（
4
）
、
山
形
利
明
 

(4
）
、
野
村
一
美
（
6
）
、
小
源
寺
正
文
 

(6
）
、
平
元
一
三
（
6
）
、
九
林
清
輝
（
 

6
)

 【
消
防
協
会
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
 

武
末
昭
一
 

（5
）
、
小
松
節
夫
（
6

) 

【
町
長
表
彰
】
 

市
川
泰
雄
（
1
）
、
八
隅
清
蔵
（
3
）、亀 

ご
〇
ぞ
〇
ん
〇
じ
〇
で
〇
す
〇
か
 

ク
検
察
審
査
会
）
 

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す
 

る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
 

検
察
審
査
員
が
、
い
わ
ば
一
般
の
国
民
 

を
代
表
し
て
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
 

し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
 

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
 

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

検
察
審
査
会
を
構
成
す
る
検
察
審
査
 

員
と
、
そ
の
審
査
員
が
欠
け
た
と
き
の
 

た
め
の
補
充
員
は
、
田
川
市
と
田
川
郡
 

の
衆
議
員
議
員
の
選
挙
権
を
持
つ
人
た
 

門
司
鉄
道
管
理
局
の
話
に
よ
る
と
、
 

今
月
一
日
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
 

せ
て
管
内
百
五
十
五
駅
を
無
人
化
（
駅
 

の
停
留
所
化
）
、
四
十
一
駅
を
民
間
委
 

託
す
る
、
と
の
合
理
化
案
が
組
合
と
合
 

意
さ
れ
、
筑
豊
地
区
は
、
伊
田
、
糸
田
 

宮
田
、
後
藤
寺
、
田
川
の
五
線
で
国
鉄
 

職
員
の
い
る
直
営
駅
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
 

す
。
伊
田
線
は
、
赤
池
、
中
泉
、
金
田
 

梢
の
各
駅
も
、
こ
の
停
留
所
化
の
対
象
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
九
月
定
例
町
議
会
で
、
 

「駅 

無
人
化
、
貨
物
・
荷
物
の
取
扱
い
駅
廃
 

止
に
反
対
す
る
決
議
」
 
の
請
願
が
採
択
 

さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
安
全
性
の
 

問
題
や
、
将
来
の
発
展
性
、
企
業
誘
致
 

や
観
光
開
発
で
の
マ
イ
ナ
ス
面
な
ど
を
 

考
慮
し
、
ま
た
国
鉄
自
体
の
企
業
努
力
 

が
先
決
で
あ
る
。
と
の
理
由
で
強
く
反
 

対
の
意
志
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
伊
田
線
の
乗
車
人
員
は
、
 

昭
和
五
十
一
年
を
百
と
す
る
と
、
五
十
 

七
年
は
六
十
五
と
減
 

少
。
ま
た
沿
線
の
市
 

町
の
自
家
用
車
台
数
 

は
、
同
じ
く
五
十
一
 

年
を
百
と
す
る
と
五
 

十
七
年
に
は
百
五
十
 

二
と
な
り
（
門
鉄
資
 

料
よ
り
）
マ
イ
カ
ー
 

の
増
加
に
よ
り
、
国
 

鉄
離
れ
は
確
実
に
進
 

ん
で
お
り
、
「
再
建
促
 

進
特
別
措
置
法
」
や
 

「
経
営
改
善
計
画
」
 

谷
俊
政
（
3
）
、
島
修
二
（
4
）
、
橋
本
修
 

治
（
5
）
、
丸
山
孝
義
（
6
）
、
木
村
長
徳
 

（
本
部
）
 

【
敬
称
略
、
（
）
内
は
分
団
 

名】 

【出初め式での消防車パレード、糸田町民グラウンドで】 

ち
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
が
、
検
察
審
 

査
員
の
仕
事
を
す
る
の
に
法
律
な
ど
の
 

特
別
な
知
識
は
必
要
で
は
な
く
、
 
一
般
 

の
健
全
な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば
そ
の
 

任
務
を
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
検
察
審
査
員
や
補
充
員
の
任
期
 

は
、
六
カ
月
で
、
そ
の
間
月
一
回
程
度
 

の
審
査
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
に
不
満
 

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
検
察
審
査
会
 

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
 

方
は
、
田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
（
か
 

〇
九
四
七
四
ー
ニ
ー
〇
一
六
三
）
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

に
よ
り
、
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
る
国
鉄
 

の
再
建
の
た
め
の
合
理
化
、
効
率
化
を
 

は
か
る
政
策
上
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、
 

や
む
を
得
な
い
措
置
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
十
二
年
に
開
業
 

さ
れ
た
赤
池
駅
は
、
国
鉄
職
員
が
い
な
 

い
無
人
の
駅
に
な
り
ま
す
が
、
当
分
の
 

間
は
、
暫
定
的
に
午
前
七
時
半
か
ら
午
 

後
七
時
二
十
分
ま
で
臨
時
の
発
売
窓
口
 

を
開
き
、
切
符
や
定
期
券
、
指
定
席
券
 

の
発
売
な
ど
を
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
料
金
の
払
戻
し
や
精
算
業
 

務
、
小
荷
物
の
取
扱
業
務
は
二
月
一
日
 

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
将
来
、
こ
の
停
留
所
化
が
完
 

全
に
実
施
さ
れ
る
と
、
切
符
は
列
車
内
 

で
買
う
か
、
下
車
駅
で
代
金
を
支
払
う
、
 

駅
付
近
の
商
店
に
発
売
を
委
託
す
る
、
 

な
ど
の
方
法
が
取
ら
れ
、
赤
池
駅
は
、
 

裏
口
を
作
る
。
列
車
の
遅
れ
な
ど
は
、
 

ホ
ー
ム
の
遅
延
通
報
に
よ
っ
て
知
ら
せ
 

る
な
ど
の
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

× / 

【列車を見送る赤池駅最後の駅長、 

宮路忠雄さん】 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
過
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

県
下
一
剤
ね
ず
み
駆
除
月
 

間
、
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
事
 

犯
取
締
り
月
間
、
省
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
月
間
、
成
人
病
予
 

防
週
間
は
じ
ま
る
 

昭
和
 58 

年
分
贈
与
税
申
告
 

受
付
（
報
 1
5
 

己
 

4
日
（
土
）
 

節
分
、
豆
ま
き
 

5
日
（
日
）
 

立
春
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

北
方
領
土
の
日
 

8
日
（
水
）
 

こ
と
始
め
 

針
供
養
 

10 

日
（
金
）
解
放
講
座
（
鶏
群
邑
 

11
 

日
（
土
）
 

建
国
記
念
の
日
 

14
 

日
（
火
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

16 

日
（
木
）
 

五
十
八
年
分
所
得
税
の
確
 

定
申
告
（
報
 1
5
 

日） 

無
料
納
税
相
談
（
鴨
噌
霧
）
 

17
 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

19
 

日
（
日
）
 

雨
水
 

20
 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
議
或
碑
）
 

21
 

日
（
火
）
 

三
種
混
合
（
叫
緯
窮
虜
）
 

24 

日
（
金
）
解
放
講
座
（
鶏
群
琶
 

28
 

日
（
火
）
献
血
（
器
鍔
暴
難
瀦
）
 

29
 

日
（
水
）
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

（
報
 
1
3
 

日）
 

暴
力
団
の
資
金
源
で
あ
る
覚
せ
い
剤
が
、
巧
妙
な
手
口
で
わ
た
し
た
ち
 

の
生
活
に
浸
透
し
、
個
人
を
、
家
庭
を
、
そ
し
て
社
会
を
脅
か
し
て
い
ま
 

すo

そ
し
て
、
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
に
よ
る
発
作
的
な
凶
悪
犯
罪
を
は
じ
 

め
、
覚
せ
い
剤
を
買
う
お
金
欲
し
さ
か
ら
窃
盗
や
恐
喝
を
行
う
な
ど
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
事
故
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

福
岡
県
の
覚
せ
い
剤
 

汚
染
の
実
態
は
？
 

福
岡
県
内
の
覚
せ
い
剤
犯
罪
検
挙
 

人
員
は
、
五
十
七
年
は
、
千
四
百
十
 

六
人
で
す
。
そ
の
内
婦
人
が
百
七
十
 

一
人
、
青
少
年
が
二
百
三
十
五
人
（
 

内
女
子
五
十
人
）
で
、
婦
人
や
青
少
 

年
へ
の
汚
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
覚
せ
い
剤
の
潜
在
使
用
者
は
 

検
挙
者
の
十
倍
と
一
十
倍
と
も
言
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 
一
方
、
シ
ン
ナ
ー
の
 

乱
用
は
相
変
ら
ず
増
え
て
お
り
、
覚
 

せ
い
剤
使
用
者
の
予
備
軍
的
存
在
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
は
ど
ん
な
 

方
法
で
近
づ
い
て
き
ま
す
か
？
 

覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
有
力
な
資
 

金
源
で
す
。
暴
力
団
は
あ
な
た
の
身
 

近
な
人
を
う
ま
く
使
っ
て
あ
な
た
を
 

誘
惑
し
ま
す
。
こ
の
薬
を
打
て
ば
、
 

〇
眼
け
が
と
れ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
 

〇
疲
れ
が
す
ぐ
と
れ
る
。
 

〇
無
理
な
く
や
せ
ら
れ
る
。
 

〇
と
て
も
精
力
が
つ
く
。
 

な
ど
の
甘
い
誘
惑
で
あ
な
た
を
ひ
 

き
つ
け
ま
す
。
 
一
度
た
め
し
て
み
た
 

ら
の
言
葉
に
は
ご
用
心
ク
そ
の
一
度
 

が
命
と
り
に
な
り
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の
 

相
談
窓
口
は
あ
り
ま
す
か
？
 

●
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
相
談
は
 

①
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
（
県
警
）
 

廿
0
9
2

(
6
4
1

)
4
4
4
4
 

②
九
州
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
 

か
0
9
2

(
4
7
2

)
2
3
3
1
 

③
福
岡
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
地
方
 

本
部
（
県
衛
生
部
薬
務
課
内
）
 

。
0
9
2

(
6
5
1

)
1
1
1
1
 

●
シ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
相
談
は
 

①
直
鞍
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

か
0
9
4
9
2

(2

)
0
1
8
0
 

②
飯
塚
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

合
0
9
4
8

(
2
8
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